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心を神様の方へ
松浦ひろみ

コロナ以前は週に数回、市役所やドンドビ前の中心街で神名流しをしてい

ましたが、今は人通りの少ない所でさせてもらっています。マスク無しでか

なり大きな声で12下りを歌うので市街は避けなければなりません。たまには

違う場所でするのも気分が変わっていいです。いつも見ていた人達は最近天

理の兄ちゃん歩いてないなと思っているかもしれません。

仕事にしても生活でも以前と同じ事が出来なくなりました。しかし、今は

休憩ではなくまた元の生活が出来るようになった時の為に力をつけておこう

と思います。「節から芽を出す」信仰をしていきたいです。

コロナで、緊急事態宣言が出て、子供達は、3月4日から学校は休みになり、

長い春休みなりました。宿題は出てるものの、体育館、グランドが使えなく

なり、スポーツが出来なくなりました。

でも、家は田舎なのでお陰で、家の外で思いっきり遊ぶ事が出来る場所に

居ます。都会の人や、家の中で子供を遊ばせる事が大変な方も多い中、本当

にありがたい場所に住まわせてもらっています。

そんな中、4月、5月の月次祭は、役員だけでつとめさせていただきます。

と、会長様から、連絡がありました。では！私は迷わず家で教会の時間に合

わせて、座りつとめ、ておどりを子供と一緒につとめさせていただきました。

教会に集まれなくても、心をしっかり神様の方へつなげば、又皆んなで一緒

におつとめが出来る日が来ると思います。

いままで、何もかも当たり前のように出来ていた日々、コロナを通して、

改めていままでの事の有り難さを、感じる事ができました。今後も、どのよ

うな日が来るか分かりませんが、何かあれば、一日何度でも、おつとめをつ

とめさせて頂き、自分自身の心が神様からはなれるとこがないようにしたい

と思います。

少ない所で神名流し
田中道則



教会ニュース

●瀬戸路分教会のホームページを作成しました。https://www.tenrikyo-

setoji.net です。そして、「すなお」もネットで閲覧していただけま

す。現在は紙で印刷をして配布していますが、ホームページにて閲覧す

るということで連絡をいただければ紙での配布を控えます。

●今月の本部月次祭は参拝を控えて下さい、との連絡がありました。こ

れに倣い大教会もおつとめ奉仕者のみでの月次祭になっています。今し

ばらく参拝を控えて頂きますようお願い致します。

朝起き

椿 信代

「朝起き・正直・働き」と聞かせていただきますが、私は朝起きることがす

ごく苦手な人間でした。教会にいた頃は、よく朝づとめ中にウトウトしては会

長さんに叱られ、一人暮らしを始めてもなかなか朝起きが身につかず、最近ま

で寝坊でギリギリの電車に飛び乗ったりしていました。

どうにかせねばと思いながら4月に引越しをして、夫婦2人での生活が始まり

ました。すると、夫が1時間早い就業時間のため強制的に7時半には起きるよう

になったのです。最初は大変でしたが、朝の目覚ましが鳴ったらすぐにカーテ

ンを開けて太陽の光を浴びるというルーティンを意識していたところ、たった

2ヶ月程で朝起きが苦痛ではなくなっていました。

今では目覚ましが鳴る前に目が覚めることもあり、いい癖が身についてきた

かもと嬉しくなります。

一日の始まりは朝起きから。元気に過ごしていくためにこの先も続けていき

たいです。

●当教会においては、今月より予防対策をしながら信者さんと共に月次

祭をつとめたいと思います。まだ、直会は形を変えてになりますが順次、

元の形に戻せる所は戻しながらつとめたいと思います。
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